
 

 

 

 

背景 

東日本大震災を受けて、日本には途上国を含め、海外から多くの支援が寄せられました。こうした支援の背景には日本がこれま

で行ってきた政府開発援助に対する評価や感謝があります。世界中から寄せられた支援への「恩返し」をする意味でも、日本には

今後、震災からの復興とともに、世界の貧しい人々のために質の高い援助を行っていく責任があります。 

現在、震災からの復興支援活動の中で、援助の質について改めて身近に考える機会や必要性が多く生じています。援助の質を考

えるにあたっては、これまで国際的に行われてきた「援助効果」の議論が参考になると考えられます。 

日本が震災復興に全力で取り組んでいる今現在も、東アフリカで 1100 万人以上の人々が深刻な飢餓に直面するなど、世界では多

くの人たちが生命の危機にさらされています。こうした危機に対応し、ミレニアム開発目標（MDGs）を達成するためには、質の高

い援助を実現するための「援助効果向上」が求められています。 

2011 年はこれまで国際社会が取り組んできた「援助効果」の議論にとって、節目の年となります。11 月には「第 4回援助効果ハ

イレベル・フォーラム」（韓国/釜山）で開催され、開発援助国・機関と開発途上国の政策立案者、NGO、民間セクターにより、援助

効果向上に関する活発な議論が行われる予定です。そこで本シンポジウムでは、外務省、JICA、国会議員、NGO、市民の参加を得て、

震災を通して見えてきた援助課題から「質の高い援助とは何か」をテーマに議論を行います。 

 

■概要 

日程：2011 年 11 月 11 日（金） 16:00～18:30  

場所： 衆議院第二議員会館１Ｆ 多目的会議室 

所在地： 〒100－8981 東京都千代田区永田町 2－1－2 衆議院第二議員会館 

  最寄り駅：丸の内線・千代田線 国会議事堂前 ／ 有楽町線・半蔵門線・南北線 永田町 

地図：http://www.shugiin.go.jp/index.nsf/html/index_kokkaimap.htm 

言語：日本語 

主催：外務省および NGO（NGO 外務省定期協議会） 

定員：140 名（要申込） 

参加費：無料 

参加の条件：どなたでも参加できます。 

申込締め切り：2011 年 11 月 6日(日) 

申込方法：下記予約申込フォームを使用し、E-mail または FAX にてお申し込みください。 

 

■目的 

・外務省、JICA、NGO に加えて、国会議員、メディア、市民の本フォーラムへの参加を得ることで、ODA の援助効果に関する議論を

日本社会で盛り上げること。 

・釜山ハイレベル・フォーラムに向けて、ODA の援助効果向上のための主要な論点について明らかにし、日本社会に発信すること。 

 

＜関連資料＞ 

- 外務省による援助効果の議論に関する詳細情報 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou/dac.html 

-   NGO による援助効果の議論に関する詳細情報 

http://www.janic.org/activ/activsuggestion/supporteffect/ 

- OECD 開発援助委員会によるパリ宣言およびアクラ行動計画に関する詳細情報（英文） 

ODA 援助効果 公開シンポジウム 
震災を通して見えてきた援助課題から考える 

～質の高い援助の実現に向けて～ 



http://www.oecd.org/document/18/0,3343,en_2649_3236398_35401554_1_1_1_1,00.html 

 

■プログラム 

 

全体司会：外務省 国際協力局 開発協力企画室室長 横田 敬一 / 国際協力 NGO センター 宮下 恵 

時間 テーマ 

 

16:00-16:10 

(10 分) 

挨拶・主催者趣旨説明 

・外務省 副大臣 山根 隆治 

・国際協力 NGO センター 副理事長 谷山 博史 

第 1部 

 

16:10-17:00 

(50 分)  

   

 

第1部 釜山ハイレベル・フォーラムに向けて ～日本政府と NGO の考え方～ 

・国際協力 NGO センター 理事長 大橋 正明（10 分） 

・外務省  国際協力局  局長 越川 和彦 

・コメンテーター 衆議院議員（民主党） 西村 智奈美氏 （5分）  

         衆議院議員（自民党）に依頼中（5分） 

質疑応答・意見交換 （20 分） 

17:00-17:15 休憩（15 分） ―メディアからの質問対応― 

第 2部 

 

 

 

 

 

17:15-18:30 

(75 分) 

第2部 問題提起＆パネルディスカッション 

～震災の経験から考える 質の高い ODA の実現に向けて～ 

■問題提起（40 分） 

・NGO からの問題提起 

「"顔の見える援助”とは？～震災を経験した日本が考える援助効果～」  

ODA 改革ネットワーク 世話人 高橋 清貴 

  「MDGs 実現のための援助効果向上とは」 

動く→動かす／アフリカ日本協議会 稲場 雅紀 

・外務省  参事官 能化 正樹 

・JICA   企画部 

・衆議院議員（みんなの党）山内 康一氏  

■質疑応答・意見交換（35 分） 

 

 

＜お申込み/お問い合わせ先＞ 

(特活)国際協力 NGO センター(JANIC) 調査・提言グループ 

advocacy@janic.org TEL：03(5292)2911 FAX：03(5292)2912 

※FAX には、イベント名、氏名、ご職業・所属、電話番号を明記してください 

 

＜予約申込フォーム＞ 

■ご所属（必須）： 

■お役職名： 

■お名前（必須）： 

■ご連絡先メール（必須）： 


